
 

 

事業所・施設レポート 

■南アルプス生態邑： 
南アルプス邑野鳥公園・光源の里温泉ヘルシー美里（早川事業所） 

 

ヘルシー美里 ■住所：山梨県南巨摩郡早川町大原野 651 ■TEL：0556-48-2621 

野鳥公園   ■住所：山梨県南巨摩郡早川町黒桂 745  ■TEL：0556-48-2288 

■Ｈ Ｐ ：http://www.hayakawa-eco.com/  ■MAIL：info@hayakawa-eco.com 

■施設概要：早川町は日本で最後まで焼き畑が行われていた南アルプスの秘境。豊かな自然が残

り、野生生物の宝庫ともいえる。早川町が推進している早川フィールドミュージア

ムの拠点施設として、南アルプス邑野鳥公園とヘルシー美里（体験型宿泊施設）が

ある。この 2 つの施設と周辺地域を含めた「南アルプス生態邑」を中心に、常駐し

ている野生生物や自然体験学習を熟知するスタッフが、エコツアーを実践している。 

      旧中学校の木造校舎を改修したヘルシー美里では、本館 69 名、コテージ 40 名が

宿泊できる他、野鳥公園にもキャビン 20 名、キャンプ場があり、様々な形態の宿

泊ができる。また家族やグループの観光の宿泊だけでなく、教育機関の実習施設と

しても利用ができる。早川町と品川区の「ふるさと交流事業」による指定宿泊施設

の一つ。ふるさと交流事業についても町と連携して実施している。 

■発 注 元：山梨県早川町 

■受 託 年：平成 20 年 4 月～指定管理 

■職員人数：10 名／日 

 

 

 
 

 
 

 
 

 
●業務経歴 

（株）生態計画研究所設立の平成 3年、早川町より委託を受け、「南アルプス野鳥公園基本計画」

を策定。町内全域をエコミュージアムとして位置付け、自然を活かした地域づくりを提案している。 

平成 5 年には、野鳥公園の設計を行い、ネイチャーセンターは山梨県の建築賞を受賞している。

また、平成 4～5 年にかけては、品川区の子どもたちを中心に、ネイチャーキッズ・スクールを開

催し、体験型のプログラムを展開する中で、開設直後のヘルシー美里を利用している。その後、野

鳥公園の活性化を軸に検討を進める中で、ヘルシー美里との一体的な運営により相乗効果が発揮さ

れ、早川フィールドミュージアムの中核施設として、地域活性化へ貢献する方策を具体化する見通

しが立ち、指定管理を受託した。 

●業務実績：令和２年度 
2年度の傾向としてコロナウイルス感染症の影響を受け、利用者が半数近くまで減少した。 

・ヘルシー美里／来館者数：6,713 名、内宿泊者数 3,328名 

・野鳥公園／入園者数：2,786 名、内宿泊者数 499名 

・プログラム／利用者数：1,894 名 「エコツアー」13 本、「宿泊プラン」33 本  

常設プログラム、団体様依頼オーダーメードプログラム 

・団体利用：／32団体 延 1,029名 

早川北小学校、南アルプス市落合小学校、筑波大付属中学校、甲府工業高校、京都

大学、麻布大学、帝京科学大学、ホールハート、下部ホテルなど 

・インターンシップ：東邦大学、帝京科学大学、東京農業大学、大阪 ECO動物海洋専門学校など 

南アルプス邑野鳥公園 光源の里温泉ヘルシー美里 



 

 

事業所・施設レポート 

●事業報告 

○プログラム開催場所『早川町』の特徴 

・自然環境：南アルプスの麓に位置し、野生生物の宝庫

と呼ばれるほど豊かな自然が残る。フォッサマグナ糸

魚川―静岡構造線上に位置し地質学的にも貴重である。 

・文化：日本で最後まで焼畑が行なわれてきた地域。日

本のマチュピチュと呼ばれるほど、山の上に大きな集

落が残っている。 

○プログラムの特徴  

早川事業所のプログラムは、人と野生生物のつながりをテーマに、野生生物の生活に合わせ

本物を体感する自然体験と、早川町の生活を盛り込んだ山里体験を総合的に提供している。深

くじっくりと楽しむ「エコツアー」と、ヘルシー美里の宿泊に自然体験を気軽に楽しめる「宿

泊プラン」を展開。お客様が興味関心に合わせて選ぶことができる。また、日帰りでも楽しめ

るよう常設プログラムも用意している。プログラムは野生生物や環境教育の専門スタッフが行

っている。地域住民の協力や動植物の調査データを取り入れていることも特徴のひとつ。 

 

① 早川町の自然を満喫。野生生物との出逢いや、その不思議に迫る。 

今年度は、新型コロナ感染症防止のため、緊急事態宣言時などはプログラムの実施を行わ

なかった。 

▽エコツアー／令和２年度実施（一部） 

・バードウォッチングツアー  

「憧れの夏鳥を探そう」、「冬鳥に迫る」 

前者はアカショウビン、後者はクマタカを探しながら、様々 

な野鳥を観察する。野鳥観察だけではなく、特徴的な早川 

の集落をめぐることも人気。  

  ・ワイルドライフツアー 

「アニマルウォッチングに挑戦」「ニホンジカに迫る」 

   ニホンカモシカや様々なコウモリ、ニホンジカの観察を行う。 

 

  ▽宿泊プラン／令和２年度実施（一部） 

・ホタル見ナイトプラン  夜の森の池でホタルの観察。 

・ムササビウォッチングプラン 

・南アルプスの清流で川遊びプラン  野鳥公園の清流の冷たさが好評。 

・ナイトハイクプラン  暗い森でいきものとの出会いを楽しむ。 

・たき火カフェプラン 

・しし座流星群観察プラン  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

山の集落 ニホンジカ 

ホタル見ナイトプラン 南アルプスの清流で川遊びプラン 

クマタカ 

たき火カフェプラン 
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② 山里の文化・暮らしを体験する 

▽エコツアー／令和２年度実施（一部） 

・「手作りメイプルシロップツアー」 

   野鳥公園周辺で山菜を収穫し、調理して食べる。

早川町の自然散策や集落もめぐり、山の恵を食べ

る歴史的背景にも迫る。 

 

▽宿泊プラン／令和２年度実施（一部） 

・山菜野草採りプラン 

・さつまいも掘りと焚火で焼き芋プラン 

・吊り橋めぐりプラン 

・早川ぶらり町歩き  赤沢宿や奈良田集落などを散策。 

・ゆく年くる年プラン お正月三が日はもちつき体験などが 

               セット。つきたてもち、お雑煮として食べた。 

・どんど焼きプラン 1月 14日の夜に行われる地域の小正月 

のお祭りに参加 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ キャンプを行って自然を楽しむ 

      ▽ご家族や子どものみのキャンプ 

・もりもりキッズ早川幼児キャンプ  

各季節 1回計 4回実施。幼児のお子様連れのご家族対象のキャンプ。コ

テージに泊って、野外料理や自然体験を行う。 

       ・はやかわファミリーキャンプ（2020年全日程中止） 

              ご家族対象のキャンプ。小学生のお子様連れのご家族キャンプ。野外料

理体験に少し冒険的な自然体験を行う。 

       ・キッズレンジャーキャンプ 

              計 3回実施。小学生対象のキャンプ。野外体験を通して自然環境や生物

の理解を深める。また科学的思考や協力など生きる力を養う体験も行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
④ 常設プログラム／主に日帰りで楽しめ、毎日開催している 

・ネイチャーガイドツアー：フォッサマグナや池、草原、森林など多様な自然環境、野生生物の解

説、山里の畑跡や炭焼き釜跡など山里の生活の歴史にも触れる。 

ゆく年くる年プラン 

もりもりキッズ早川幼児キャンプ 

早川ぶらり町歩き さつまいも掘りプラン 

キッズレンジャー 

手作りメイプルシロップツアー 

どんど焼きプラン 

キッズレンジャー 
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⑤受託プログラム／ツアーや野外調査のノウハウを活かした実習や研修会を実施。 

▽令和２年度主な受託プログラム 

・早川北小学校授業支援  各学年、各教科での理解を深める授業をサポートした。 

・ビーンズ 早川北小学校 3年生～6年生 総合学習の 35時間を使って、地域の自然を研

究し科学的思考やコミュニケーションなどを養う事業 

・早川町南保育所  月 1回の自然プログラム 

・南アルプス市落合小学校 生き物と環境についての授業サポート 

・筑波大付属中学校  修学旅行 ESDコース（コロナのため出張授業になった） 

・甲府工業高校  応援団合宿 

・京都大学  キャンプストーン研修 

・麻布大学 ゼミ合宿 早川町の野生動物調査実習 ジョウビタキのテリトリー調査など 

・帝京科学大学実習  安全管理講習会 年 4回 オンライン授業 

・下部ホテル従業員研修  地域を知る研修会 

・ホールハート  瞑想の合宿 ネイチャーガイドツアー 

・ともろうらんど  障害者支援組織 ムササビ観察会   他、多数 

※品川区ふるさと交流施設のため、例年バスツアーが 8本あるが令和 2年度は中止。 

   ※コロナ感染症拡大防止のため、緊急事態宣言期間等多くの団体様がキャンセルになった 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
●生物調査 

・南アルプス生態邑周辺の畑地における植物相や昆虫相の調査（毎月 1回） 

・早川町内の鳥類生息調査（毎月 1回） 

・巣箱を利用したムササビ育児期の行動調査（麻布大学共同研究） 

・洞窟性コウモリの利用状況 

・ニホンジカ個体数変化調査 

・早川町におけるニホンジカ食性調査 

・カエル類産卵調査 

●メディア取材対応    

・フジテレビ「スッキリ」 コロナ自粛明けの観光地の様子特集 

・山梨放送 YBSラジオ 夏と冬に各 1回ずつ 自然体験紹介 

・FM 富士 幼児イベント特集 

・美しい村連合季報 早川町の催しものとしてプログラム掲載 

・NEXCO 中日本フリーマガジン「CHU-TRIP」 早川町特集 

・山梨日日新聞「SNS による情報発信サイト特集」 生態邑 SNS紹介  他 

早川町北小学校ビーンズ 早川町南保育園 

筑波大付属中学校 麻布大学調査実習 下部ホテル従業員研修 

落合小学校オンライン授業 


